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ゴルフ場は、プレーを楽しむ人々に望ましい芝生と修景を提供する目的で

整備・運営されてきた施設ですが、地域環境的視点から見れば、維持管理の

整った芝地、樹林、そして渓流や池沼からなる質のよい公益緑地でもありま

す。とくに昨今の営農活動の衰退による耕作放棄地や施業放棄林、そして低

水準の管理による地域緑地機能の広範な衰退と劣化が進む中にあって、地域

社会への健全な緑地環境と生態系サービスを提供し続ける社会資産として、

その価値を再認識・再評価することは、ゴルフ場、地域社会双方にとって大

変重要と考えられます。 

このように地域の環境保全上高いポテンシヤルをもち、また今日ゴルフ自

体が大衆的スポーツになっているにもかかわらず、残念なことにゴルフ場に

たいしては、いまだに実態にそぐわない税制・規制や見解が存在するのも事

実です。しかし、この問題は、ゴルフ場自体が芝地、樹林、池沼等からなる

自然資源の公益的意義とその保全責任を認識し、地域社会と連携して健全な

緑地環境の改善に主体的役割を果たすことによって解決されるでしょう。 

今日の地域環境問題のグローバル化と気候変動は、これまで狭い専門性と

それぞれの都合によってばらばらに行われてきた活動を、目的・目標に合っ

た地域の活動システムとして協働することを求めています。このシンポジウ

ムは、そのために必要な取り組みとは何かについて、関係者が集合して考え

議論する場として企画しました。とりわけ重要な基本的課題として、次の３

点に焦点をあて検討していきたいと思います。 

 

１）生態系サービス・生物多様性からみたゴルフ場緑地の評価について 

２）地域の緑地管理技術集団育成におけるゴルフ場人的資源の活用について 

３）ゴルフ場緑地の長期的・科学的視点での最適管理手法について 



 

このシンポジウムを契機に、ゴルフ場関係者および地域環境保全に関わる

関係者、そして地域住民・市民が、地域環境の改善について共有できること

を期待します。 
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